










































ていたJ の澄由、:年齢群では、 Î)翠g誌が楽しくなったわ r~
j設が楽しくなったわ「運動の爽快感があったわ f漆磁の満
足!惑があったJなどの濠由、遂重力実施形態訴では、 f若い
人と話すのが楽しみだった心 rトレーニングプログラムが
自分iこ適していたJ、「トレーニングする場所がよかっt:'J
などの理樹、運動教護参加経験群では、「ー絡にやる友逮
がいたわ「家でもできるj運動メニューがよかったJ、f科学
的な運動プログラムだったわ「歩数貯を携管したわ f運動
が楽くなったわ r痛みなどの経滅が見られたわ r家族や友
達が変化を認めてくれたJなどの理由に変化の迷いが認め
られ、逮動実施に伴い、性別、年齢、運動笑施形怨および
遂動教室参加経験の違いにより運動継続滋潟の変化が薬な
る可能性が示唆された。{まとめi巡動継続袈E誌は逮鼓j笑
絡に{半い変化する可能性が示され、運動を継続させるため
に、運動プログラムの中での歩数針の活潟、および個人に
合わせた遂滋プログラムと社会的支援が議2きであることが
明らかになった。さらに、逮動実絡に伴って、 65歳未瀦で
は、遂動の楽しき・稀足j惑を向上させること、施設訴では
適したトレーニング環境を提供すること、初めての述[UJプ
ログラム参加者においては、社会的支援と犠入に適した巡
綴jプログラムの提供が運動継続に重姿であることが示された。
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